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	応用
	抗原情報
	背景
	アストロサイトに濃縮されたリン酸化タンパク質15（PEA15）ホモサピエンス この遺伝子は、アポトーシスの負の調節因子として機能するデスエフェクタードメイン含有タンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、タンパク質キナーゼCの内因性基質です。このタンパク質は2型糖尿病でも過剰発現しており、グルコース取り込みにおけるインスリン抵抗性に寄与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2014年7月]、機能：Rasを介したインテグリン活性化阻害を阻害し、ERK MAPキナーゼカスケードを調節します。RPS6KA3を細胞質に保持することでその活性を阻害します（類似性による）。TNFRSF6およびTNFRSF1Aを介したCASP8活性とアポトーシスの両方を阻害します。細胞膜上のSLC2A1グルコーストランスポーターの含有量と、インスリン依存性のSLC2A4の細胞内から表面への輸送の両方を制御することで、グルコース輸送を調節する。,PTM：プロテインキナーゼCおよびカルシウムカルモジュリン依存性プロテインキナーゼによってリン酸化される。これらのリン酸化は、神経伝達物質またはホルモンによって調節される。,類似性：1つのDED（デスエフェクター）ドメインを含む。,細胞内局在：微小管に局在する。,サブユニット：RPS6KA3、MAPK3、およびMAPK1に結合する。PLD1およびPLD2と一時的に相互作用する（類似性による）。CASP8およびFADDと相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現する。グルコースをエネルギー源として利用する心臓、脳、筋肉、脂肪組織などの組織に最も多く存在する。グルコース産生組織では発現が低い。2型糖尿病患者の組織では、対照群よりも高い発現レベルが認められる。,
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	PEA-15（リン酸化Ser104）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNF 20 ng/ml 5‘で処理したCOS7細胞のライセートを、PEA-15（リン酸化Ser104）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

